
平成 27年 7月 15日
各  位

郡上郷土史研究会 石神発生

会誌『史苑やまと』送付について

この度郡上郷土史研究会では、会誌『史苑やまと10号』 (最終号)を発干J
しましたのでお届けします。ご笑覧いただければ幸甚に存じます。

実は会誌の巻頭言にもありますように、本研究会は平成 27年 3月 を以て、
約 25年の活動に終止符を打ちました。従つて会誌も今回が最後となりました。
この間に会員はもとより、郡上市内外の多くの郷土史愛好家の皆様方にご支援

をいただき、今日まで微々たる活動ではございましたが、継続してこられまし

たことにたいし厚くお礼申し上げます。

解散に関してはやむを得ざる理由もありますが、ここにいたって反省するこ

とは、果たして結成当時の所期の目的は達成できたかということです。その点

を検証するとやや後ろめたいところもあります。つまり『大和町史』で解明で

きなかったことあるいは扱いきれなかつたところを究明するという課題は、道

半ばという懸念も拭い切れません。この点諸先輩や会員のみなさまに申し訳な

い気がします。

もう一点気になつているところは、千葉県東庄町の方たちの熱いお心に十分

お応えできなかつたことです。東庄町の方々は、私たち郡上在郷の者たちの友

好の気持ちを邊かに超える強い同郷意識というか絆を保持しておられます。私

自身が会長を担当しておりました 10年間でも、延べ 100人近い東庄町民の
皆さまにご来町頂けました。また東庄郷土史研究会の会員様におかれては、毎

年明建神社の七日祭りはもとより平素も折を見て来町の栄を賜つております。

毎年『東庄の郷土史』を数十冊ご送付くださり、東庄町の隆盛ぶりは羨望の的

でありますが、対する吾が郷土史が均衡を維持できなかつたことを、残念で申

し訳なく思つております。長年懇意にして頂いた、吉圏仁様、土屋清実様、上

代義正様、海上義治様、飯田篤永様などからいただいたご書簡なども保管して

おります。近年は林俊之様にも頻繁にお越しいただき、「東氏の道 東庄から
郡上へ」という史論を拝読致しました。

東庄町の皆さま、本当に長い問お世話になりありがとうございました。ご恩

に報いることが出来なくて、申し訳なく思つております。もちろん今後も今ま

で以上にご懇意にしていただきますようお願い申し上げます。

以上駄文ではありますが、会誌送付のご挨拶に代えさせて頂きます。
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『史
苑
や
ま
と
１０
号
』
（最
終
号
）
の
発
刊
に
あ
た
っ
て会

長

石

神

発

生

は
じ
め
に

二
年
に

一
回
定
期
的
に
発
行
し
て
お
り
ま
す

『史
苑
や
ま
と
』
で
す
が
、
母
体
で
あ
る
郡
上
郷
土
史
研
究
会
は
、
実
は
残
念
な
が
ら
本
年
３
月
に
会
を

閉
じ
る
こ
と
を
決
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
全
会
員
に
は
お
詫
び
に
加
え
て
会
を
解
散
す
る
旨
を
通
知
し
、
ご
理
解
を
得
ま
し
た
。
会
員
の
高
齢
化

に
伴

っ
て
活
動
も
停
滞
し
が
ち
で
、
研
究
態
勢
も
整
わ
ず
会
誌
発
行
も
日
途
が
立
た
な
く
な
り
、
解
散
や
む
を
得
ず
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
会
誌

は
最
後
の
第
１０
号
を
最
終
号
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

原
稿
は
幸
い
に
ご
覧
い
た
だ
く
よ
う
に
、少
な
い
な
が
ら
も
い
ず
れ
も
郷
土
史
と
し
て
価
値
あ
る
史
料
を
掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
、

戦
前
に
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
と
し
て
渡
満
し
さ
ら
に
シ
ベ
リ
ア
抑
留
も
体
験
さ
れ
た
和
良
町
在
住
の
藤
村
治

一
氏

（八
十
九
歳
）
の
貴
重
な
手
記
を

こ
の
会
誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
本
会
会
員
の
郷
土
史
家
佐
藤
光

一
さ
ん
に
は
、
郡
上
史
を
考
え
る
う
え
で
近
世

。
近
代

史
に
と
っ
て
重
要
な
史
実
で
あ
り
な
が
ら
、
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
つ
た

「凌
霜
隊
」
を
語
る
上
で
の

「凌
霜
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
追

及
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
今
回
は
前
回
に
比
べ
小
規
模
の
き
ら
い
は
あ
り
ま
す
が
、
研
究
誌
の
体
裁
を
整
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を

幸
甚
に
思
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て

大
和
町
郷
土
史
研
究
会
が
発
足
し
た
の
は
、
平
成
２
年
１２
月
で
し
た
。
『史
苑
や
ま
と
』
創
刊
号
は
、
平
成
７
年
３
月
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今

日
ま
で
約
”
年
を
経
過
し
、
閉
じ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
す
。
こ
の
間
に
３
人
の
会
長
が
就
か
れ
、
最
初
の
こ
ろ
は
会
員
も
“
名
で
し
た
が
、
時
と
と
も

に
変
遷
し
、
今
で
は
”
名
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
『大
和
町
史
』
（全
３
巻
）
の
編
纂
は
、
昭
和
４
年
か
ら
始
ま
り
１９
年
の
歳
月
を
か
け
て
昭
和
“
年
に

一

応
完
成
し
ま
し
た
。
大
和
郷
土
史
研
究
会
は
、
『大
和
町
史
』
の
後
を
捕
逸
す
る
目
的
で
発
足
し
た
の
で
し
た
が
、
初
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
で
し
ょ
う

か
、
今
会
を
閉
じ
る
に
当
た
り
、
反
省
を
込
め
な
が
ら
あ
る
い
は
責
任
を
感
じ
な
が
ら
、
振
り
返
っ
て
お
り
ま
す
。
長
い
間
支
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
が」
ざ
い
ま
し
た
。
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に
広
田
弘
毅
内
閣
が
二
十
か
年
で
百
万
戸
を
送
り
出
す
計
画
を
決
定
し
た
。

入
植
地
は
、
現
地
の
中
国
人
の
農
地
を
強
制
的
に
買
い
取
り
農
民
を
追
放

し
て
入
植
し
た
た
め
、
恨
み
を
持
つ
満
州
人
は
、
「抗
日
組
織
」
い
わ
ゆ
る

匪
賊
な
ど
に
な
つ
て
開
拓
団
を
襲
撃
し
殺
害
な
ど
が
相
次
い
だ
。
第

一
次
武

装
開
拓
団
は
弥
栄
開
拓
団
と
名
づ
け
て
、
昭
和
八
年
に
ソ
満
国
境
近
く
の

七
虎
力
川
流
域
に
入
植
し
た
が
、
治
安
は
極
め
て
悪
か
っ
た
。
し
か
も
、
冬

期
に
は
零
下
四
十
度
以
下
に
も
下
が
る
所
で
、
農
業
で
自
活
す
る
こ
と
は
困

難
を
極
め
た
。
特
に
妻
帯
者
な
ど
は
、
ひ
ど
い
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク

（屯
墾
病
と

言
っ
た
）
に
罹
り
、
帰
郷
し
た
り
転
職
し
た
り
し
て
日
ご
と
に
そ
の
数
を
減

ら
し
、
つ
い
に
破
綻
し
、
良
い
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、
満
州
移
民
の
父
の
異
名
を
取
っ
た
関
東
軍
の
将

校
の
東
宮
鉄
男
や
加
藤
完
治
な
ど
が
た
て
た
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
は
成
入
者

よ
り
も
未
成
年
の
十
六
歳
か
ら
十
九
歳
の
若
者
を
徹
底
教
育
し
て
、
「満
蒙
開

拓
青
少
年
義
勇
隊
」
と
名
づ
け
て
、
ソ
満
国
境
近
く
に
入
植
さ
せ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

一一　
義
勇
軍
志
願

私
の
よ
う
な
農
家
の
次

・
三
男
に
も
、
義
勇
軍
と
し
て
満
州
に
行
け
ば

一

人
当
た
り
二
十
町
歩
も
の
広
大
な
耕
地
が
与
え
ら
れ
、
地
主
と
し
て
前
途

洋
々
た
る
理
想
の
生
活
が
展
望
で
き
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
ん
な
調
子

の
よ
い
話
を
、
小
学
校
の
教
師
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。

さ
て
私
の
進
路
の
こ
と
だ
が
、
同
級
生
の
男
子
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
両
親
が

健
在
で
上
の
学
校
に
進
む
者
や
、
長
男
で
家
業
の
農
業
を
継
ぐ
者
な
ど
決
ま

っ
て
い
た
が
、
私
は
貧
し
い
母
子
家
庭
の
次
男
坊
で
進
学
な
ど
望
め
ず
、
小

学
校
を
卒
業
し
た
ら
家
を
出
る
こ
と
は
、
子
ど
も
な
が
ら
心
に
決
め
て
い
た
。

そ
ん
な
時
、
担
任
の
教
師
か
ら
八
幡
の
城
山
に
あ
る
凌
霜
塾
で
、
主
に
満

州
の
こ
と
や
義
勇
軍
の
話
な
ど
で
合
宿
訓
練
が
あ
る
か
ら
行

っ
て
み
な
い
か

と
勧
め
ら
れ
、
と
に
か
く
行
っ
て
み
る
気
に
な
っ
て
応
募
し
た
。

当
時
、
郡
上
か
ら

一
般
の
人
達
の
開
拓
団
が
、
吉
林
省
で
郡
上
村
開
拓
団

と
し
て
あ
る
程
度
の
成
果
を
挙
げ
て
い
た
。
そ
こ
へ
度
々
赴
い
て
、
現
地
の

状
況
を
見
て
知
っ
て
い
る
開
拓
移
民
の
郡
上
の
推
進
者
だ
っ
た
楠
章
と
い
う

人
が
凌
霜
塾
の
講
師
で
あ
っ
た
。

そ
の
講
師
は
、
郡
上
村
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
満
州
は
未
来
に
希
望
が
持

て
る
男
の
行
く
所
だ
と
言
葉
巧
み
に
扇
動
さ
れ
た
。
進
路
を
模
索
し
て
い
た

私
は
、
遂
に
そ
の
気
に
な
っ
て
し
ま
つ
た
。

あ
の
年

（昭
和
十
六
年
）
の
初
回
の
募
集
は

一
か
月
前
に
あ
っ
て
、
郡
上

か
ら
七
名
で
、
二
回
目
は
、
私
と
弥
富
村

（現
大
和
町
）
の
松
永
と
い
う
人

と
二
名
だ
け
で
あ
っ
た
。

い
よ
い
よ
義
勇
軍
入
隊
と
決
っ
た
時
、
母
は

「お
前
、
満
州
の
ま
り
い
行

く
と
も
う
帰
っ
て
来
れ
ん
か
も
知
れ
ん
が
、
ほ
ん
と
に
行
く
か
や
。
お
く
ん

な
ら
今
の
う
ち
や
ぞ
よ
」
と
、
行
か
せ
た
く
な
い
口
ぶ
り
で
言
っ
た
。
現
在

の
中
学
二
年
生
の
年
齢
だ
か
ら
、
満
州
は
ち
ょ
っ
と
遠
す
ぎ
て
、
親
の
目
の

及
ば
ぬ
所
に
送
り
出
す
に
は
不
安
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
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あ
る
。
昭
和
十
六
年
六
月
十

一
日
が
入
隊
記
念
日
で
あ
る
。
六
月
と
も
な
る

と
、
こ
の
大
陸
は
午
後
八
時
頃
ま
で
明
る
く
、
太
陽
は
地
平
線
上
で
真
っ
赤

で
光
の
少
な
い
大
き
な
物
体
と
な
っ
て
静
か
に
沈
ん
で
い
く
。
そ
の
落
日
を

初
め
て
眺
め
た
時
は
、
言
い
知
れ
ぬ
感
傷
で
胸
が
痛
み
、
遠
い
と
こ
ろ
に
来

て
し
ま
っ
た
悔
い
で
涙
が
頬
を
ぬ
ら
し
た
も
の
だ
。
こ
れ
は
私
だ
け
で
は
な

く
、
皆
同
じ
思
い
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
昔
の
北
海
道
開
拓
時
代
、
屯
田
兵

達
が
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
て
、
故
郷
の
空
に
向
か
っ
て
泣
い
た
こ
と
を
屯

墾
病
と
言
っ
た
そ
う
だ
が
、
夕
日
が
沈
む
頃
、
哀
調
を
帯
び
た
消
灯
ラ
ッ
パ

を
聞
く
と
誰
し
も
屯
墾
病
に
罹
っ
た
も
の
だ
。
消
灯
ラ
ッ
パ
は
ゆ
っ
く
り
し

た
テ
ン
ポ
で
「ト
ン
コ
ン
病
は
つ
ら
い
も
の
―
、
ま
た
寝
て
な
く
ん
だ
よ
―
」

と
聞
こ
え
た
。
恵
那
郡
出
身
の
赤
塚
富
雄
君
は
、特
に
上
手
な
ラ
ッ
パ
手
で
、

彼
の
哀
調
を
帯
び
た
消
灯
ラ
ッ
パ
は
私
達
少
年
の
胸
を
締
め
付
け
た
。

兵
舎
は
小
隊
単
位
の
草
葺
き
の
平
屋
建
て
で
あ
る
。
中
央
に
土
間
の
通
路

が
あ
り
、
両
側
に

一
段
上
げ
て
一
連
の
ア
ン
ベ
ラ
敷
き
の
寝
台
と
障
子
紙
張

り
の
窓
が
あ
る
。
窓
の
下
に
は
、
作
り
付
け
の
自
習
用
の
机
が
あ
る
。
そ
し

て
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
、
レ
ン
ガ
造
り
の
ペ
チ
カ
の
仕
切
り
が
あ
る
。
電
灯

は
な
く
、
石
油
ラ
ン
プ
で
暗
い
の
で
、
個
人
個
人
が
手
製
の
カ
ン
テ
ラ
を
作

っ
て
使
用
し
た
。

教
育
訓
練
は
、
軍
事
訓
練
と
学
科
教
育
で
、
特
に
軍
事
訓
練
に
重
点
を
置

き
、
装
備
は
各
自
に
小
銃
と
帯
剣
、
中
隊
に
軽
機
関
銃
が
二
丁
位
あ
っ
た
様

に
思
う
。
軍
事
訓
練
教
官
は
、
美
濃
町
出
身
の
長
村
と
い
う
人
で
、
中
国
戦

線
か
ら
除
隊
し
、
私
達
の
教
官
と
し
て
着
任
し
た
戦
地
帰
り
の
猛
者
で
あ
っ

た
。
外
に

一
面
坂
の
駅
近
く
に
満
鉄
独
立
守
備
隊
が
あ
り
、
私
達
義
勇
隊
の

軍
事
指
導
部
隊
に
な
っ
て
い
た
。

学
科
教
育
は
、
精
神
教
育
に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
が
、　
一
応
教
科

書
が
あ
っ
て
皇
民
学

。
国
語

・
歴
史

・
地
理

・
数
学

・
農
業
技
学

・
中
国
語

な
ど
の
他
、
村
造
り
に
必
要
な
専
門
教
科
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
は
、
男
ば

か
り
の
殺
伐
と
し
た
生
活
に
潤
い
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
え
八
を
専
門
に
教

え
る
坂
本
清
風
と
い
う
講
師
が
い
た
。
以
上
の
教
学
訓
練
を
義
勇
隊
青
年
学

校
と
呼
び
、
終
戦
後
で
あ
る
が
、
修
了
し
た
隊
員
に
は
旧
制
中
学
校
卒
業
資

格
が
、
厚
生
省
よ
り
、
昭
和
二
十
四
年

一
月
十
四
日
付
け
で
認
定
交
付
さ
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
早
く
各
隊
員
に
通
知
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、

就
職
や
社
会
生
活
に
、
有
利
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
学

科
の
中
で
、
特
に
力
を
入
れ
て
叩
き
こ
ま
れ
た
の
が
、
皇
民
学
で
あ
っ
た
。

満
州
開
拓
の
父
と
か
、
開
拓
義
勇
軍
創
立
者
と
か
、
加
藤
完
治
は
熱
烈
な
天

皇
制
的
農
本
主
義
者
で
、
「農
村
の
二

・
三
男
の
身
の
立
て
方
は
、
中
国
大

陸
へ
の
移
民
し
か
な
く
、
そ
れ
が
日
本
人
の
天
職
で
あ
る
」
な
ど
と
教
え
た
。

そ
の
論
理
の
基
本
が
皇
民
学
で
あ

っ
た
。
「天
皇
を
戴
き
、
他
の
ど
の
民
族

よ
り
も
優
れ
た
我
が
大
和
民
族
が
、
満
州
の
地
に
満
、
漢
、
蒙
、
朝
、
各
民

族
の
指
導
者
と
な
り
、
五
族
協
和
の
王
道
楽
土
を
建
設
す
る
」
こ
れ
が
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
あ
つ
た
が
、
当
時
の
私
達
は
、
他
国
領
土
の
侵
略
行
為
で
あ
る
と

か
、
植
民
地
政
策
で
あ
る
と
か
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
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年
生
の
夏
、
関
東
軍
特
殊
大
演
習
が
あ
り
、
私
達
中
隊
に
も
動
員
命
令
が
き

た
。昭

和
十
六
年
七
月
十
四
日
出
発
、
東
安
省
虎
頭
の
満
州
第

一
五
〇
部
隊
に

配
属
さ
れ
、
い
き
な
り
部
隊
の
野
営
地
の
天
幕
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
。
先
に

入
っ
て
い
た
兵
隊
に
混
じ
っ
て
ニ
ケ
月
間
露
営
、
飯
金
炊
曇
で
、
湿
地
帯
に

軍
用
道
路
を
構
築
し
軍
用
物
資
の
警
備
な
ど
を
行

っ
た
。　
一
番
辛
か
っ
た
の

は
、
夜
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
を
点
け
て
、
上
陸
用
舟
艇
を
大
勢
の
人
員
で
肩
に
担

っ
て
、
長
い
道
中
を
運
ぶ
作
業
で
あ
っ
た
。
ま
だ
私
達
少
年
は
体
力
が
弱
く
、

道
の
高
低
差
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
重
量
が
か
か
っ
て
思
わ
ず
泣
き
出
す
こ

と
も
あ
っ
た
。
野
営
地
に
は
風
呂
な
ど
は
な
く
、
湿
地
帯
の
道
路
工
事
で
靴

は
濡
れ
た
ま
ま
で
、
泣
く
に
も
泣
け
ず
過
酷
な
労
働
を
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
落
伍
者
も
出
た
。
戦
場
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

後
で
知
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
関
東
軍
は
先
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で
ソ
連

軍
に
大
敗
し
た
の
で
、
ソ
連
軍
の
強
さ
を
知
っ
て
い
た
。
北
方
よ
り
南
方
の

資
源
獲
得
に
戦
略
を
変
更
し
、
日
ソ
中
立
条
約
を
結
ん
で
南
方
攻
略
の
準
備

に
か
か
っ
た
。
日
本
軍
最
強
の
精
鋭
関
東
軍
を
秘
密
裡
に
南
方
に
転
出
さ
せ

る
作
戦
で
、
補
充
部
隊
を
満
州
に
集
結
す
る
、
そ
の
入
れ
替
え
の
混
乱
状
態

を
関
特
演
と
聞
い
た
。
こ
の
作
戦
は
日
本
戦
争
史
上
特
筆
す
べ
き
作
戦
で
あ

っ
た
と
聞
く
。

エハ
　
村
造
り
作
戦

九
月
に
な
っ
て
、
関
特
演
動
員
解
除
と
な
り

一
面
披
訓
練
所
に
帰
っ
た
。

こ
れ
か
ら
が
本
格
的
な
義
勇
隊
の
訓
練
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
私
達
は
、
三
年

余
り
の
訓
練
を
終
え
た
後
、
中
隊
が
そ
の
ま
ま
義
勇
隊
開
拓
団
と
し
て
、
い

ず
れ
か
の
地
に
入
植
し
村
を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
職
種

に
分
か
れ
て
技
能
者
養
成
が
始
め
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
建
築
関
係
、
農
事
指

導
者
、
教
員
、
畜
産
、
医
務
班
、
農
産
加
工
、
大
農
機
、
自
動
車
等
々
で
あ

る
。
私
は
、
経
理
部
に
配
属
さ
れ
た
。
戦
局
が
厳
し
く
な
り
昭
和
十
六
年
十

二
月
八
日
の
日
米
開
戦
の
報
を
、
週
番
の
会
報
で
知
ら
さ
れ
、
大
丈
夫
だ
ろ

う
か
と

一
瞬
思
っ
た
。
私
は
、
経
理
部
で
本
部
大
隊
の
方
に
出
張
勤
務
を
し

て
い
た
の
で
、
中
隊
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
反
抗
期

の
若
者
ば
か
り
の
集
団
で
、
加
藤
完
治
の
説
く
よ
う
な
修
行
生
活
な
ど
平
穏

に
永
く
続
く
は
ず
も
な
く
、
二
年
、
三
年
と
経
過
す
る
と
、
か
な
り
荒
れ
て

き
た
よ
う
だ
。
冒
図
訓
練
所
で
は
、
合
同
運
動
会
で
審
判
に
不
服
を
持
っ
た

隊
員
が
相
手
の
中
隊
に
殴
り
こ
み
、
そ
れ
が
原
因
で
中
隊
同
志
の
銃
撃
戦
と

な
っ
た
。
死
者
も
出
て
、
争
い
は
三
日
に
も
及
び
、
軍
隊
の
出
動
で
よ
う
や

く
治
ま
っ
た
事
件
な
ど
が
あ
つ
た
。

七
　
　
入
植
　
第

四
次
濃
飛
義

勇
隊
開
拓
団

四
年
間
の
厳
し
い
訓
練
を
終
了
し
た
私
達
東
濃
西
濃
郡
上
飛
騨
の
出
身
者
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風
呂
場
の
小
屋
は
あ
っ
た
が
、
薪
が
な
い
た
め
、
干
し
草
が
燃
料
で
は
な

か
な
か
沸
か
な
か
っ
た
。
湯
気
が
天
丼
に
凍
り
つ
き
、
雪
の
よ
う
に
裸
の
体

に
降
り
か
か
っ
た
。
洗
い
場
の
床
は
氷
張
り
で
、
足
の
裏
が
床
に
く
っ
付
い

た
。
そ
の
入
浴
も
月
に

一
回
ぐ
ら
い
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
極
限
状
態
の

中
で
も
、
村
作
り
の
た
め
の
天
与
の
試
練
と
受
け
と
め
、
じ
っ
と
耐
え
た
。

時
に
戦
局
は
日
増
し
に
悪
く
な
り
、
私
達
の
団
の
入
り
口
に
は
板
切
れ
で

「打
倒
日
本
」
と
書
い
て
立
て
て
あ
っ
た
り
、
現
地
民
の
様
子
が
何
か
今
ま

で
と
異
な
る
こ
と
を
感
じ
た
。

二
十
年
二
月
、　
一
年
繰
り
上
げ
に
な
っ
た
徴
兵
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
隊
員
の
大
部
分
が
同
年
齢
で
あ
っ
た
の
で
、　
一
同
が
七
里
約
二
十
八
キ

ロ
の
道
を
歩
い
て
行

っ
て
検
査
を
受
け
た
。
そ
の
日
は
、
物
凄
い
地
吹
雪
で

皆
斜
め
に
な
っ
て
黙
々
と
歩
い
た
。
検
査
は
勿
論
合
格
で
あ
っ
た
。
北
満
の

雪
解
け
は
遅
く
、
四
月
の
終
り
ご
ろ
で
あ
っ
た
。

五
月
、
よ
う
や
く
雪
が
解
け
た
頃
、
私
達
に
現
役
召
集
令
状
が
来
た
。
私

の
入
る
部
隊
は
牡
丹
江
省
ム
ー
リ
ン
の
八
〇
二
部
隊
第

一
機
関
銃
中
隊
と
決

ま
っ
た
。
八
〇
二
部
隊
の
部
隊
長
は
柏
木
求
中
将
で
あ
っ
た
。
有
名
な
ノ
モ

ン
ハ
ン
事
件
に
出
撃
し
た
関
東
軍
き
っ
て
の
精
鋭
部
隊
で
、
そ
の
歩
兵
の
花

形
の
重
機
関
銃
中
隊
で
あ
る
。
中
隊
長
は
中
野
重
男
中
尉
で
あ
っ
た
。
五
月

の
初
め
に
入
隊
、
出
発
の
時
の
英
団
長
の
挨
拶
は
、
我
々
は
こ
の
地
に
理
想

の
村
を
創
る
使
命
が
あ
る
。
軍
隊
に
入
っ
て
も
そ
の
こ
と
を
忘
れ
る
な
。
下

士
官
志
願
な
ど
す
る
な
。
兵
役
が
終
っ
た
ら
早
く
帰
っ
て
来
い
。
そ
ん
な
訓

一不
だ
っ
た
よ
つゝ
に
覚
え
て
い
る
。

私
た
ち
団
員
も
、
兵
役
は
仕
方
な
い
が
、
出
来
る
こ
と
な
ら
や
が
て
来
る

春
の
雪
解
け
前
に
農
耕
の
準
備
を
し
、
こ
の
地
に
永
住
す
る
た
め
の
基
礎
作

り
を
し
た
い
、
入
植
し
た
初
め
て
の
春
で
あ
る
か
ら
や
り
た
い
こ
と
が

一
杯

あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
局
は
そ
れ
を
許
さ
ず
兵
役
に
出
発
し
た
そ
の
時
が
、

夢
に
ま
で
描
い
て
き
た
理
想
の
村
濃
飛
義
勇
隊
開
拓
団
と
の
永
遠
の
別
れ
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

人
　
濃
飛
義
勇
隊
開
拓
団
の
最
後

―

痛
恨
の

一
大
事
件
　
昭
和

二
十
年
八
月

二
五
日

―

私
達
兵
役
入
隊
者
は
、
再
び
濃
飛
義
勇
隊
開
拓
団
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
は

出
来
な
か
つ
た
が
、
そ
の
後
開
拓
団
は
ど
う
な
っ
た
か
、
い
つ
も
心
に
か
か

っ
て
い
た
。

敗
戦
後
五
十
年
の
節
目
の
年
、
先
に
帰
っ
た
同
志
達
の
尽
力
で
建
て
ら
れ

た
私
達
の
団
の
慰
霊
碑
前
で
慰
霊
祭
を
兼
ね
た
団
と
し
て
最
後
の
総
会
が
あ

る
と
聞
き
会
場
の
恵
那
峡
に
行
っ
た
。
五
十
年
ぶ
り
に
再
会
で
き
た
こ
と
を
、

一肩
を
抱
き
合
い
涙
を
流
し
て
喜
び
合
っ
た
。生
死
を
共
に
し
た
戦
友
で
あ
る
。

私
の
帰
国
は
、
昭
和
二
十
二
年
ナ
ホ
ト
カ
の
港
ま
で
来
て
海
の
凍
結
を
理

由
に
し
て
足
止
め
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
二
年
間
放
置
さ
れ
た
。
帰
国
は
、
二

十
四
年
の
暮
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
せ
い
で
、
恵
那
峡
に
私
た
ち
の
団

の
慰
霊
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
毎
年
八
月
二
十
五
日
に
集

っ
て
招
魂

祭
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。
最
後
の
慰
霊
祭
と
総
会
が
私
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わ
が
子
に
、
出
る
は
ず
も
な
い
乳
首
を
含
ま
せ
て
息
絶
え
た
開
拓
団
の
親
子

の
姿
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

年
老
い
て
の
思
い
出
は
数
十
年
の
年
月
を

一
足
飛
び
に
行
っ
た
り
戻
っ
た

り
す
る
の
で
前
後
の
整
合
性
に
甚
だ
し
く
欠
け
る
か
と
思
う
が
、
私
達
の
開

拓
団
の
最
期
を
詳
し
く
知
る
こ
と
の
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
二
年

一
月
、
八
幡
の
図
書
館
で
書
棚
を
見
て
い
た
ら
、
た
く
さ

ん
の
本
の
な
か
の
一
冊
に

『集
団
自
決
　
棄
て
ら
れ
た
満
洲
開
拓
民
』
（坂

本
龍
彦
著
）
が
目
に
留
ま
っ
た
。
何
気
な
く
手
に
と
り
見
て
い
た
ら
本
当
に

驚
い
た
。
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
五
日
に
私
達
の
開
拓
団
で
お
き
た
集
団
自

決
の
模
様
が
、
克
明
に
細
大
漏
ら
さ
ず
書
き
残
し
て
あ
っ
た
。

か
つ
て
終
戦
五
十
年
目
の
年
に
恵
那
峡
で
あ
つ
た
最
期
の
慰
霊
祭
で
何
に

も
知
ら
な
い
私
が
そ
の
時
の
様
子
を
細
か
く
尋
ね
た
ら
、
拓
友
た
ち
は
口
ご

も
っ
て
涙
を
滲
ま
せ
て
云
わ
な
か
っ
た
。逆
に
激
し
く
叱
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

団
の
幹
部
先
生
の
ご
家
族
を
、
私
達
団
員
は
親
と
も
姉
さ
ん
と
も
思
い
慕
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
兵
役
で
御
主
人
の
不
在
中
に
い
く
ら
覚
悟
の
自
殺
と
は

い
え
、
介
錯
人
と
し
て
銃
の
引
き
金
を
ひ
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
者
た
ち
の

心
情
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
。

図
書
館
で
何
気
な
く
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
私
に
、
死
を
選
ん
だ
拓
友
た

ち
の
魂
が

「藤
村
ち
ょ
っ
と
待
て
、
こ
の
本
を
見
て
く
れ
」
と
呼
び
と
め
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
偶
然
と
云
っ
て
片
づ
け
る
に
は
あ
ま
り
に
も
不

思
議
な
本
と
の
出
合
い
だ
っ
た
。

暗
、
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
青
春
の
す
べ
て
を
か
け
た
濃
飛
義
勇
隊
開

拓
団
は
、
地
獄
絵
を
見
る
よ
う
な
惨
劇
の
中
に
消
え
て
行

っ
た
。

平
成
二
十

一
年
の
二
月
頃
の
冬
の
こ
と
、
矩
撻
に
あ
た
り
な
が
ら
こ
の
手

記
を
書
い
て
い
た
ら
、
孫
娘
の
芽
生
が
き
て
、

「お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
何
書
い
て
お
る
ん
よ
」
と
、
見
せ
て
欲
し
い
と
言
う

の
で
、

「
こ
れ
は
な
あ
、
お
じ
い
が
ち
ょ
う
ど
今
の
芽
生
の
歳
に
、
中
国
の
満
州

と
い
う
所
に
、
満
蒙
開
拓
義
勇
軍
に
行
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら

書
い
て
お
る
ん
や
」
と
言
っ
て
見
せ
た
ら
、
中
学
卒
業
記
念
に
学
校
へ
持
っ

て
い
き
パ
ソ
コ
ン
で
打
っ
て
本
み
た
い
に
し
て
み
る
と
い
う
の
で
任
せ
た
。

何
冊
作
っ
た
の
か
私
は
知
ら
な
い
が
、
私
の
知
ら
な
い
内
に

一
人
歩
き
を
し

て
人
々
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
ら
し
い
。

こ
の
手
記
は
、
私
が
子
ど
も
あ
が
り
に
体
験
し
た
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い
思
い
出
を
自
分
史
の
ひ
と
こ
ま
と
し
て
書
い
て
み
た
も
の
で
、
決
し
て
他

人
様
に
見
て
も
ら
う
な
ど
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
孫
の
中
学
校
卒
業
記
念

の
仕
事
で
表
に
出
て
し
ま
っ
た
。
文
才
の
な
さ
を
恥
じ
る
ば
か
り
だ
。

義
勇
軍
時
代
の
手
記
の
終
り
に
、
「体
力
と
気
力
が
残

っ
て
お
れ
ば
、
軍

隊
次
代
か
ら
帰
国
ま
で
の
事
を
書
き
残
そ
う
と
思
う
」
と
書
い
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
ま
た
敗
戦
七
十
年
目
の
節
目
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
老
骨
に
鞭

打
つ
て
戦
争
の
史
実
の
一
端
を
書
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
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け
合
う
か
を
日
本
政
府
も
国
民
も
知
ら
な
い
う
ち
に
協
議
し
て
い
た
。
二
〇

年
二
月
の
事
で
あ
る
。

昭
和
史
の
ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、
半
藤

一
利
氏
は
、
そ
の
著
書

『
ソ

連
が
満
洲
に
進
攻
し
た
夏
』
で
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
。

以
下
は
、
自
分
の
体
験
を
元
に
半
藤
氏
や
保
阪
正
康
氏
の
著
作
を
参
考
に
し

て
書
い
て
ゆ
き
た
い
。

昭
和
二
十
年
二
月
と
い
え
ば
、
自
分
が
徴
兵
検
査
を
受
け
た
時
で
あ
る
。

当
時
の
ソ
連
領
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
黒
海
の
ク
リ
ミ
ヤ
半
島
に
ヤ
ル
タ
と
い
う
ソ

連
の
保
養
地
が
あ
る
。
そ
こ
に
連
合
国
の
三
巨
頭
、
ア
メ
リ
カ
は
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
、
イ
ギ
リ
ス
は
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ソ
ビ
エ
ト
は
ス
タ
ー
リ
ン
、
こ
の
三
巨

頭
が
通
訳
と
若
干
の
随
員
を
連
れ
て
集
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
は
、
病
弱
の
た
め
車
椅
子
で
参
加
し
た
写
真
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の

ク
リ
ミ
ヤ
会
談
で
、
協
議
さ
れ
決
め
ら
れ
た
事
項
を
ヤ
ル
タ
協
定
と
い
う
。

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
一
番
の
懸
案
事
項
と
関
心
事
は
、
い

か
に
し
て
早
く
日
本
軍
を
屈
服
さ
せ
る
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
ソ
連

を
対
日
戦
に

一
日
も
早
く
参
加
さ
せ
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
た
。
米
国
の

軍
部
は
、
日
本
の
満
州
に
温
存
す
る
戦
力
を
過
大
評
価
し
て
い
た
。
こ
の
あ

と
二
年
く
ら
い
は
、
抵
抗
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
ヤ
ル
タ
会

談
の
五
日
目
、
二
月
八
日
に
焦
点
を
ソ
連
の
参
戦
問
題
に
限
つ
て
話
し
合
い

が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
日
の
会
談
に

「
ソ
連
の
対
日
参
戦
は
米

国
の
問
題
」
と
し
て
チ
ャ
ー
チ
ル
は
欠
席
し
て
い
る
。
狡
猾
な
政
治
家
ス
タ

ー
リ
ン
は
、
病
人
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
相
手
で
思
う
よ
う
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
半
藤
氏
は
書
い
て
お
ら
れ
る
。

老
檜
な
政
治
家
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
ド
イ
ツ
が
降
伏
し
た

三
ケ
月
後
に
は
対
日
戦
に
参
戦
す
る
と
確
約
し
、
そ
の
条
件
や
代
償
と
し
て

「南
樺
太
と
千
島
列
島
を
ソ
連
の
領
土
と
す
る
。
ま
た
、
日
露
戦
争
で
奪
わ

れ
た
満
洲
で
築
き
上
げ
た
ロ
シ
ア
の
権
益
を
取
り
戻
す
こ
と
が
満
た
さ
れ
る

な
ら
ば
、
中
立
条
約
を
結
ん
で
い
る
日
本
国
と
の
対
戦
に
参
戦
す
る
こ
と
は

国
家
利
益
で
あ
る
と
国
民
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
っ
た
。

こ
の
対
日
参
戦
を
交
換
に
し
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
条
件
を
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

は
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
認
め
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
こ
の
協
定
を
文
書
化
す
る

こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
病
人
で
気
力
の
な
い
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
頭
の
中
は

ソ
連
の
対
日
参
戦
を

一
日
で
も
早
く
実
現
さ
せ
よ
う
と
い
う
想
い
だ
け
で
い

っ
ぱ
い
で
、千
島
列
島
に
日
本
固
有
の
島
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
、

ど
う
で
も
い
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
欠
席
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス

の
チ
ャ
ー
チ
ル
も
後
か
ら
承
諾
の
サ
イ
ン
を
し
て
い
る
。
こ
の
時
ま
だ
ア
メ

リ
カ
に
も
原
爆
開
発
の
目
途
は
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
ヤ
ル
タ
協
定
締
結
二

か
月
後
に
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
死
亡
し
、
ト
ル
ー
マ
ン
が
大
統
領
に
な
っ
た
。

こ
の
ヤ
ル
タ
協
定
は
、
後
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
原
案
と
い
う
。

日
本
は
敵
国
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
領
土
や
権
益
を
勝
手
に
米
ソ
の

取
引
の
道
具
に
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
も
情
け
な
い
こ
と
に
当
時
の
日
本
は
、

ヤ
ル
タ
の
密
約
な
ど
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
唖
然
と
す

る
こ
と
を
半
藤
氏
も
保
阪
氏
も
書
い
て
い
る
。
二
十
年
六
月
頃
か
ら
宿
敵
ソ

連
を
仲
介
に
頼
ん
で
終
戦
工
作
に
日
本
の
軍
部
も
政
府
も
懸
命
に
動
き
出
し
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五
　
敗
戦
　
シ
ベ
リ
ア
抑
留

再
び
鏡
泊
湖
の
陣
地
に
戻
り
、
敵
の
戦
力
を
知
っ
た
我
々
は

「
三
度
と
敗

け
ん
、
今
度
こ
そ
関
東
軍
の
力
を
見
せ
て
く
れ
る
」
と
接
近
戦
で
戦
う
べ
く

満
を
持
し
て
い
た
が
、
八
月
二
十
日
頃
、
ソ
連
軍
の
砲
撃
音
も
し
な
く
な
り
、

何
か
お
か
し
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
週
番
将
校
よ
り
通
達
が
あ
り
、

部
隊
長
命
令
で

「
天
皇
陛
下
の
命
に
よ
り
本
日
た
だ
今
よ
り
除
隊
を
命
ず
」

と
伝
達
さ
れ
た
。
個
人
行
動
で
部
隊
を
去
る
者
に
は
、
必
要
量
の
食
糧
が
支

給
さ
れ
、
部
隊
行
動
す
る
者
は
ソ
連
軍
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

部
隊
中
が
大
混
乱
に
な
っ
た
。
自
分
は
行
く
あ
て
も
な
く
部
隊
行
動
し
か
な

か
っ
た
。
直
接
ソ
連
軍
と
の
戦
い
に
敗
れ
て
捕
虜
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、

命
令
に
よ
っ
て
戦
を
止
め
た
の
で
、
ソ
連
軍
の
支
配
下
に
入
る
に
は
大
変
な

抵
抗
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
不
満
か
ら
個
人
的
に
ソ
連
兵
と
争
っ
て
無
駄
に

命
を
捨
て
た
兵
が
少
な
か
ら
ず
あ
つ
た
。

そ
れ
か
ら
十
日
程
、
自
動
小
銃
を
持
っ
た
ソ
連
兵
に
連
行
さ
れ
て
ラ
ン
コ

ウ
の
飛
行
場
へ
着
き
、
そ
こ
で
武
装
解
除
さ
れ
た
。
ソ
連
と
い
う
よ
リ
ス
タ

ー
リ
ン
は
当
初
の
北
海
道
に
上
陸
し
占
領
す
る
方
針
を
あ
き
ら
め
、
満
洲
の

関
東
軍
を
戦
時
賠
償
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
開
発
の
労
働
に
使
う
べ
く
、　
一
千
人

単
位
の
大
隊
に
編
成
し
て
シ
ベ
リ
ア
の
未
開
発
地
に
抑
留
す
る
よ
う
に
命
じ

た
。
自
分
た
ち
の
大
隊
長
は
佐
々
木
大
尉
だ
っ
た
。

食
糧
は
二
か
月
分
は
持
参
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
た
と
聞
い
た
。　
一
週

間
ほ
ど
貨
車
に
詰
め
込
ま
れ
て
運
ば
れ
降
ろ
さ
れ
た
所
は
、
駅
舎
も
何
も
な

い
田
舎
の
駅
で
、
九
月
半
ば
の
夕
方
だ
っ
た
。
貨
車
か
ら
食
糧
を
降
ろ
し
て

い
た
ら
、
ソ
連
の
現
地
人
た
ち
が
奪
い
に
来
た
。
婦
人
た
ち
が
多
か
っ
た
が
、

ソ
連
兵
の
監
視
が
い
る
の
で
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
な
り
ふ
り
構

わ
ぬ
様
を
み
て
彼
ら
は
飢
え
て
い
る
と
思
っ
た
。
後
か
ら
知

っ
た
こ
と
で
あ

る
が
、
ソ
連
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
ド
イ
ツ
に
侵
攻
さ
れ
、
穀
倉
地
帯
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
な
ど
四
年
間
も
占
領
さ
れ
た
た
め
、
農
業
生
産
力
の
低
い
シ
ベ
リ

ア
か
ら
食
糧
や
生
活
用
品
を
送
っ
た
と
い
う
。
後
に
な
っ
て
ソ
連
の
地
方
人

が
、
「そ
れ
で
も
我
々
の
国
は
勝
っ
た
」
と
反
り
返

っ
て
胸
を
叩
い
て
力
ん

で
み
せ
た
。

我
々
の
収
容
先
は
駅
か
ら
十
八
キ
ロ
行

っ
た
山
の
中
と
言
わ
れ
、
原
生
林

の
け
も
の
道
を
歩
き
行
き
着
い
た
所
に
、
五
百
人
収
容
で
き
る
と
い
う
巨
大

な
テ
ン
ト
が
張

っ
て
あ
っ
た
。
季
節
は
九
月
中
旬
で
、
シ
ベ
リ
ア
の
冬
は
早

く
訪
れ
る
。
寒
さ
が
き
び
し
い
た
め
先
ず
越
冬
で
き
る
宿
舎
作
り
か
ら
始
ま

っ
た
。
こ
こ
の
地
名
を
思
い
出
せ
な
い
が
、
オ
ブ
ル
チ
エ
と
言
っ
て
い
た
よ

う
に
思
う
。
戦
争
前
に
こ
こ
の
山
に
錫
の
鉱
山
が
発
見
さ
れ
た
が
、
戦
争
の

為
に
開
発
さ
れ
ず
に
い
た
も
の
を
、
ソ
連
は
我
々
日
本
人
捕
虜
を
使
っ
て
開

発
す
る
こ
と
に
し
た
。
錫
の
鉱
脈
は
、
ア
フ
リ
カ
に
多
く
シ
ベ
リ
ア
で
発
見

さ
れ
た
の
は
珍
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
地
は
広
い
盆
地
で
カ
ラ
マ
ツ

の
原
生
林
で
あ
っ
た
。
錫
鉱
山
の
開
発
を
計
画
し
、
カ
ラ
マ
ツ
の
根
元
か
ら

一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
所
に
ボ
ル
ト
で
穴
が
開
け
ら
れ
、
薬
剤
を
注
入
し
て

枯
れ
さ
せ
て
あ
っ
た
。
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は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
自
分
た
ち
も
協
力
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
極
秘
の
う
ち
に
計
画
を
練
っ
た
。
共
謀
者
は
五
、
六
人
だ
っ
た
が
そ

の
う
ち
の
一
人
に
自
分
も
入
っ
て
い
た
。
発
覚
す
れ
ば
重
い
刑
に
処
せ
ら
れ

る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
が
、
先
ず
十
日
分
の
食
糧
を
用
意
す
る
事
に
な
り

自
分
た
ち
の
食
事
の
な
か
か
ら
パ
ン
な
ど
削
っ
て
貯
め
た
。
た
だ
で
さ
え
不

十
分
な
食
事
か
ら
け
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
至
難
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
が

で
き
た
の
は
、
Ｋ
さ
ん
が
人
か
ら
模
範
と
さ
れ
、
同
情
を
寄
せ
ら
れ
る
人
柄

だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

Ｋ
さ
ん
は
森
林
伐
採
班
だ
っ
た
の
で
、
山
に
入
り
逃
げ
る
隙
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
計
画
し
て
か
ら
半
月
ほ
ど
た
っ
た
日
、
Ｋ
さ
ん
は
脱
走
し
た
。
戦

友
た
ち
の
理
解
と
協
力
に
よ
つ
て
決
行
さ
れ
た
脱
走
事
件
だ
っ
た
が
、
成
功

し
た
か
ど
う
か
は
遂
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
二
件
ば
か
り
脱
走

事
件
が
あ
っ
た
が
、
二
件
と
も
発
見
さ
れ
て
連
れ
戻
さ
れ
て
い
た
。
Ｋ
さ
ん

の
場
合
は
、
敗
戦
か
ら

一
年
を
経
過
し
て
い
る
。
開
拓
団
は
お
そ
ら
く
元
の

現
地
に
は
な
く
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
自
分
た
ち
に
そ
の
よ

う
な
状
況
は

一
切
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
脱
走
計
画
に
共
感
し

て
加
わ
っ
た

一
人
と
し
て
、
た
だ
た
だ
成
功
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

伐
採
の
現
場
で
は
、
作
業
を
終
っ
て
帰
り
の
点
呼
時
に

一
人
足
り
な
い
こ

と
が
判
り
、
事
故
か
脱
走
か
で
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
が
大
変
だ
っ

た
。
ラ
ー
ゲ
リ
に
帰
っ
て
か
ら
、
ソ
連
側
は
ラ
ー
ゲ
リ
の
全
員
を
広
場
に
集

め
て
点
呼
を
始
め
た
。　
一
か
所
に
集
め
た
者
を

一
人

一
人
名
前
を
呼
び
十
メ

ー
ト
ル
ば
か
り
離
れ
た
場
所
に
五
列
縦
隊
に
並
ば
せ
た
。
作
業
か
ら
疲
れ
て

帰
っ
た
夕
食
前
だ
っ
た
。
そ
の
点
呼
に
は
た
っ
ぷ
り
二
時
間
か
か
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
や
満
州
な
ど
の
地
方
は
、
夏
は
四
時
前
に
陽
が
昇
り
、
夕
方
は

十
時
近
く
ま
で
明
る
い
が
、
冬
は
、
朝
八
時
で
も
う
す
暗
く
、
夕
方
は
四
時

に
は
暗
く
な
る
。
Ｋ
さ
ん
の
脱
走
は
大
河
ア
ム
ー
ル
河
の
凍
結
し
た
冬
で
あ

つ
た
か
ら
、
疲
れ
と
空
腹
と
き
び
し
い
寒
さ
で
全
員
う
な
り
声
を
あ
げ
た
。

零
下
三
〇
度
を
下
回
っ
て
い
た
と
思
う
。
Ｋ
さ
ん
の
脱
走
の
一
部
始
終
を
知

り
協
力
し
た
自
分
た
ち
に
し
て
も
、
こ
の
幸
さ
は
骨
身
に
こ
た
え
た
。

七
　
階
級
章
を
投
棄

ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
指
示
で
、
我
々
日
本
兵
の
捕
虜
は
千
人
単
位
の
大

隊
に
編
成
さ
れ
て
シ
ベ
リ
ア
各
地
の
開
発
に
送
り
込
ま
れ
た
。
そ
の
管
理
や

統
率
は
ソ
連
側
は
直
接
手
を
出
さ
ず
、
日
本
軍
側
に
任
せ
た
。
当
時
の
日
本

軍
は
、
天
皇
の
軍
隊
で
あ
り
天
皇
の
権
威
は
絶
対
的
で
あ
っ
た
。
軍
人
勅
諭

に
は

「上
官
の
命
令
は
即
ち
朕
の
命
令
と
心
得
よ
」
と
う
た
わ
れ
、
少
し
で

も
上
官
の
命
令
に
背
け
ば

「重
営
倉
」
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
そ
の
体
制
を

ソ
連
側
は
巧
み
に
利
用
し
た
様
に
思
わ
れ
る
。

シ
ベ
リ
ア
開
発
の
仕
事
は
色
々
な
職
種
の
班
に
分
け
ら
れ
た
。　
一
組
の
班

は
二
十
人
く
ら
い
で
、
班
長
は
日
本
の
下
士
官
で
、
ソ
連
側
は
そ
の
班
長
に

作
業
指
示
を
し
た
。
下
士
官
は
指
揮
を
す
る
だ
け
で
、
作
業
を
す
る
者
は
下

級
の
兵
隊
ば
か
り
で
栄
養
失
調
の
身
体
に
は
想
像
以
上
に
こ
た
え
た
。
シ
ベ

リ
ア
で
倒
れ
て
い
つ
た
兵
士
の
ほ
と
ん
ど
は
、老
年
兵
と
下
級
兵
士
だ
っ
た
。
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い
う
都
市
の
病
院
に
入
院
さ
せ
て
く
れ
た
。
日
本
人
ば
か
り
の
患
者
の
大
部

屋
に
入
り
、
療
養
生
活

一
か
月
で
ど
う
に
か
元
気
に
な
っ
て
退
院
し
た
。
入

院
前
の
土
方
の
組
で
な
く
、
建
築
班
の
左
官
の
組
に
入
れ
ら
れ
た
。
壁
塗
り

工
事
は
土
方
と
ち
が
っ
て
冬
期
は
屋
内
工
事
だ
か
ら
病
気
上
が
り
の
自
分
に

は
有
難
か
っ
た
。
当
局
に
も
そ
ん
な
配
慮
が
あ
っ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。
自

分
に
は
左
官
の
技
術
な
ど
な
い
か
ら
職
人
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら

一
生
懸
命

に
壁
塗
り
の
技
術
を
習
っ
た
。

余
談
だ
が
、
そ
れ
が
き
つ
か
け
で
帰
国
し
て
か
ら
曲
が
り
な
り
に
も
左
官

職
人
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
八
年
五
月
九
日
に
は
左
官
部
門
の
職
業
訓
練
指

導
員
の
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
錫
鉱
山
の
開
発
は
ソ
連
の
五
カ
年
計
画
の
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
進
め
ら
れ
、
ニ
カ
年
ほ
ど
で
錫
鉱
山
を
中
心
の
町
の
様
に
な
つ
た
。
人

口
も
多
く
な
り
、
そ
の
労
働
者
の
住
宅
も
多
く
建
て
ら
れ
た
。
鉄
道
の
駅
か

ら
十
八
キ
ロ
、
巾
十
メ
ー
ト
ル
の
広
い
道
路
も
パ
ン
エ
場
も
小
さ
な
学
校
も

水
道
も
み
ん
な
日
本
人
の
手
で
作
り
上
げ
た
。
カ
ラ
マ
ツ
の
原
生
林
だ
っ
た

荒
野
が
、
忽
然
と
鉱
山
を
中
心
の
工
業
団
地
に
変
っ
た
。
こ
の
日
本
人
の
労

働
の
成
果
を
見
て
い
た
地
方
人
は
、
我
々
日
本
人
に
好
意
的
だ
っ
た
。

十
　
帰
国
通
知

昭
和
二
十
二
年
の
十
月
初
め
だ
っ
た
と
思
う
が
、
鉱
山
開
発
に
日
本
人
の

労
働
力
が
必
要
で
な
く
な
っ
た
た
め
か
突
如
帰
国
命
令
が
出
た
。
帰
国
命
令

の
伝
達
は
、
全
員
を
広
場
に
集
め
、
ソ
連
軍
の
将
校
と
捕
虜
に
な
っ
て
か
ら

ロ
シ
ア
語
を
勉
強
し
た
通
訳
の
大
橋
君
の
二
人
で
伝
え
ら
れ
た
。
全
く
予
告

な
し
の
突
然
の
帰
国
の
通
告
だ
っ
た
。
そ
れ
に
収
容
所
の
ソ
連
側
の
所
長
ソ

連
軍
の
中
佐

（
マ
ヨ
ー
ル
）
の
振
舞
は
、
異
国
の
風
習
を
知
ら
な
い
私
達
に

は
初
め
て
み
る
感
情
の
表
現
で
あ
っ
た
。
日
本
側
の
隊
長
の
佐
々
木
大
尉
の

一肩
を
頬
ず
り
ま
で
し
て
、
今
ま
で
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、
帰
国
を
祝
う
言
葉

を
述
べ
た
の
だ
っ
た
。
全
員
、
飛
び
上
が
っ
て
喜
ん
だ
。
思
わ
ず
知
ら
ず
う

れ
し
涙
が
頬
を
つ
た
っ
た
。
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
感
涙
の
セ
レ
モ
ニ
ー

だ
っ
た
。
二
年
あ
ま
り
の
抑
留
中
に
無
念
の
死
を
遂
げ
た
戦
友
の
埋
葬
地
の

土
慢
頭
に
合
掌
し
別
れ
を
告
げ
た
。

帰
国
の
通
知
か
ら
三
日
目
の
朝
、
我
々
の
つ
く
っ
た
鉱
山
の
町
を
後
に
し

た
。
作
業
中
に
知
り
合
っ
た
現
地
人
や
婦
人
た
ち
が
大
勢
出
て
送
っ
て
く
れ

た
。
ソ
連
は
多
民
族
国
家
で
あ
る
た
め
、
異
民
族
に
対
す
る
偏
見
は
そ
れ
ほ

ど
強
く
な
く
、
心
か
ら
別
れ
を
惜
し
ん
で
く
れ
た
よ
う
に
思
う
。　
一
週
間
く

ら
い
列
車
で
運
ば
れ
て
、
夢
に
ま
で
み
た
ナ
ホ
ト
カ
の
港
に
着
い
た
。
二
十

二
年
十
月
初
め
の
朝
だ
っ
た
。

ナ
ホ
ト
カ
の
港
は
見
渡
す
限
り
の
広
い
砂
浜
で
、
少
し
ば
か
り
の
建
物
が

あ
る
だ
け
の
淋
し
い
港
だ
っ
た
。
列
車
か
ら
降
り
て
み
た
ら
、
あ
の
広
い
砂

浜
い
っ
ぱ
い
に
テ
ン
ト
が
張
っ
て
あ
り
、
先
着
の
部
隊
が
乗
船
の
順
番
待
ち

を
し
て
も
う

一
週
間
に
な
る
と
言
っ
て
い
た
。
日
本
か
ら
の
船
は

一
日
お
き

に

一
船
だ
け
と
言
っ
て
い
た
。
し
か
も
、　
一
船
に
乗
船
で
き
る
人
員
は
二
千

人
に
限
ら
れ
て
い
た
。
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た
。
そ
の
話
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
話
を
聞
い
て
い
た
小
谷
君
は
、
「藤

村
、
俺
と

一
緒
に
北
海
道
に
行
か
ん
か
。
俺
の
家
は
牧
場
を
や
っ
て
い
る
の

で
、
人
手
は
い
く
ら
あ
つ
て
も
良
い
か
ら
」
と
言
う
。
こ
ん
な
み
ず
ぼ
ら
し

い
姿
で
古
里
の
人
た
ち
の
前
に
立
ち
た
く
な
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
も
強
く
あ

っ
た
。
兄
弟
以
上
の
仲
の
親
友
小
谷
君
の
誘
い
に
の
っ
て
、
こ
の
ま
ま
北
海

道
に
渡
る
話
に
決
め
て
い
た
。

上
陸
し
て
宿
舎
に
入
り
落
ち
着
い
た
頃
、
各
人
に
便
り
が
来
て
い
る
と
い

う
案
内
が
あ
っ
た
。
廊
下
に
出
て
み
る
と
、
イ
ロ
ハ
順
に
小
箱
に
入
れ
た
手

紙
が
並
べ
て
あ
っ
た
。
自
分
の
も
の
を
探
し
出
し
た
ら
、
兄
弟
や
身
内
、
友

達
の
便
り
が
沢
山
来
て
い
た
。
そ
の
中
の
一
通
、
妹
か
ら
の
も
の
に

「兄
さ

ん
が
中
支
で
戦
死
し
た
か
ら
早
く
帰
っ
て
く
れ
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
思
っ

て
も
い
な
か
っ
た
兄
の
戦
死
の
報
に
呆
然
自
失
し
た
。
「
こ
り
ゃ
大
変
だ
」
と
、

す
ぐ
に
小
谷
君
に
妹
の
手
紙
を
見
て
も
ら
い
、
北
海
道
行
き
は
断
念
し
、
と

り
あ
え
ず
家
に
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
あ
く
る
年
の
二
十

一
年
と
覚
え
て
い
る
が
、
日

本
に
便
り
を
出
せ
る
様
に
な
り
、
専
用
の
ハ
ガ
キ
が
各
人
に
交
付
さ
れ
た
。

検
閲
が
あ
る
か
ら
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
よ
う
に
い
わ
れ
、
消
息
だ
け
書
い
て
出

し
た
。
二
か
月
ほ
ど
の
期
間
を
あ
け
て
三
回
出
し
た
。
そ
の
う
ち
二
通
は
今

で
も
大
切
に
保
管
し
て
い
る
。

シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
便
り
は
全
部
届
い
て
い
る
の
に
、
日
本
か
ら
は

一
通
も

届
い
て
い
な
い
。
全
部
舞
鶴
の
引
揚
事
務
所
の
廊
下
の
箱
に
放
り
込
ん
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
昭
和
十
九
年
に
中
支
で
戦
死
し
た
兄
貴
の
こ
と
を
、
二

十
四
年
の
暮
れ
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
。

慌
た
だ
し
い
帰
国
手
続
き
の
最
中
、
順
次
呼
び
出
し
が
あ

っ
た
の
で
行
く

と
、　
一
つ
の
部
屋
に
机
を
置
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
将
校

一
人
と
四
人
の
日
本

人
が
椅
子
に
座

っ
て
い
た
。
自
分
が
椅
子
に
か
け
る
と
、
い
き
な
り
何
も
言

わ
ず
に
カ
メ
ラ
で
写
し
た
。
別
の
男
が
自
分
の
手
を
と

っ
て
、
何
の
説
明
も

な
く
指
紋
を
と

つ
た
。
突
然
の
事
で
、
何
を
さ
れ
た
の
か
判
ら
ん
内
に
、
何

か
尋
問
さ
れ
た
様
に
思
う
。

俺
達
は
何
か
罪
を
犯
し
た
の
か
、
夢
に
ま
で
み
た
祖
国
の
土
を
踏
ん
だ
そ

の
途
端
に
、
こ
の
様
な
犯
人
扱
い
は
な
ん
な
の
か
。
ア
メ
リ
カ
が
敵
視
す
る

国
ソ
ビ
エ
ト

・
ロ
シ
ア
を
見
て
き
た
者
達
だ
か
ら
か
。
言
い
様
の
な
い
屈
辱

感
に
身
が
震
え
た
。

保
坂
氏
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
を
通
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
が
日
本
に
革
命

を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
と
判
断
し
、舞
鶴
に
戻

っ
て
き
た
帰
国
者
ひ
と
り

ひ
と
り
に
対
し
て
そ
の
氏
名
。関
東
軍
で
の
所
属
。ど
の
収
容
所
に
い
た
か
・

指
導
者
は
ど
う
い
う
人
物
で
あ
っ
た
か
な
ど
を
克
明
に
聞
き
取
り
を
し
、
そ

の
内
容
を
も
と
に
共
産
主
義
者
の
人
脈
図
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

昭
和
二
十
五
年
の
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
な
ど
は
、
」ゝ
う
し
た
調
査
に
も
と
づ
い

た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
そ
の
後
、
日
本
に
も
わ
た
さ
れ
戦
後

新
た
に
発
足
し
た
公
安
調
査
庁
は
こ
れ
を
も
と
に
日
本
中
で
監
視
を
続
け

た
。
日
本
で
の
社
会
革
命
を
意
図
し
た
ソ
連
と
そ
れ
を
抑
え
よ
う
と
す
る
ア

メ
リ
カ
と
の
対
立
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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い
け
な
い
事
と
知
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
わ

か
つ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
。
高
齢
に
な
っ
て
も
の
を
書
く
と
い
う
こ
と
は

大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
は
書
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

こ
の
拙
文
の
編
集
に
、
郡
上
郷
土
史
研
究
会
の
編
集
の
方
々
に
は
貴
重
な

御
示
唆
を
い
た
だ
き
深
謝
し
ま
す
。

二
〇

一
五
年

（平
成
二
十
七
年
）
四
月

藤
村
治

一　
八
十
九
歳

参
考
資
料
半
藤

一
利

保
阪
正
康

坂
本
龍
彦

山
口
節
夫

斎
藤
六
郎

『
ソ
連
が
満
洲
に
侵
攻
し
た
夏
』
文
芸
春
秋
、　
一
九
九
九
年

『昭
和
史
七
つ
の
謎
』
講
談
社
、
二
〇
〇
三
年

『集
団
自
決
　
棄
て
ら
れ
た
満
洲
開
拓
民
』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年

『義
勇
隊
ラ
ッ
パ
鼓
隊
』
プ
ロ
ア
ー
ト
、　
一
九
九
三
年

『シ
ベ
リ
ア
の
挽
歌
』
終
戦
史
料
館
出
版
部
、　
一
九
九
五
年
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Ｏ
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さ
ら
に
二
年
後
の
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
に
も
、

「五
月
下
旬
甚
だ
以
て
雨
天
に
て
困
り
入
り
候
、
蚕
飼

一
統
不
作
、
近
辺

な
ら
し
て
五
分
に
も
及
び
難
き
位
也
。
桑
不
咲
、
半
分
し
か
御
座
無
く
候

…
…
…
就
中
桑
に
虫
多
く
付
き
候
様
に
見
え
申
し
候
」

と

あ

る
。

同
年

一
一
月
、
畑
佐
村

（明
宝
）
で
火
災
が
あ
り
、
こ
の
と
き
帳
方
を
務

め
た
庄
次
郎
隠
居
庄
右
衛
門
に
よ
り
、
出
火
の
時
の
い
き
さ
つ
が
子
細
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。

「十

一
月
十
四
日
午
後
五
時
ご
ろ
、
東
つ
ま
の
ひ
さ
し
で
ふ
ろ
を
焚
い
て

い
た
ら
、
風
が
吹
い
て
ひ
さ
し
が
燃
え
あ
が
り
、
す
ぐ
大
屋
根
に
つ
き
、

手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
も
な
く
、
大
騒
ぎ
と
な
り
、
村
内
は
も
と
よ
り
他
村

か
ら
も
駆
け
つ
け
て
消
し
て
く
だ
さ
つ
た
。
お
か
げ
で
私

一
軒
で
類
焼
も

な
く
ま
ず
安
心
し
た
。
も
っ
と
も
仏
様
も
馬
も
無
事
で
、
そ
の
折
、
妹
が

病
ん
で
い
た
の
で
、
家
内
中
が
病
人
に
か
か
っ
て
お
り
、
家
財
な
ど
は
残

ら
ず
焼
失
し
た
。

鎮
火
し
て
か
ら
、
組
頭
徳
左
衛
門
殿
が
町
方
へ
届
け
て
く
だ
さ
り
、
翌

十
五
日
に
御
役
人
直
井
平
兵
衛
様

・
書
屋
加
治
屋
藤
助
殿
が
お
越
し
く
だ

さ
つ
て
、
通
り
が
か
り
に
す
ぐ
見
分
を
済
ま
さ
れ
、
十
五
日
夜
、
私
ど
も

を
呼
び
出
し
い
ろ
い
ろ
お
尋
ね
が
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
礼
と
し
て
、
直
井
平
兵
衛
様
と
代
官
手
代
の
お
二
人
に
、
そ

れ
ぞ
れ
天
具
上
二
帖
ず
つ
、
書
屋
に
は
金
二
朱
を
贈
っ
た
。
そ
の
後
、
飯

米
も
年
貢
用
の
か
こ
い
米
も
焼
失
し
た
と
い
う
の
で
、
組
頭
徳
左
衛
門
殿

が
お
上

へ
願

っ
て
く
だ
さ
り
、
年
貢
米
ご
用
捨
の
上
、
お
米
八
斗
を
下
し

お
か
れ
た
。
そ
の
お
礼
と
し
て
、
両
代
官

へ
上
た
ば
こ

一
丸
ず

つ
、
庄

屋

・
組
頭

へ
天
具
上
二
帖
ず

つ
、
百
姓
代
に
は
た
ば
こ

一
把
を
贈

っ
た
」

翁
明
宝
村
史
通
史
編
上
巻
』
「出
火
之
節
御
見
舞
覚
帳
し

こ
う
し
た
不
幸
に
際
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
配
慮
が
、
決
し
て
お
ろ
そ

か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

嘉
永
年
間

（
一
人
四
人
～
五
四
）

嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
は
凶
作
の
年
で
あ
っ
た
。

七
月
か
ら
雨
天
が
続
き
、
八
月
も
天
候
不
順
で
あ
り
困
っ
た
。
八
月
八
日

に
大
雨
。
大
水
が
あ
り
、
「和
良
・
津
保
殊
の
外
洪
水
、
木
曽
川
大
水
の
よ
し
、

水
損
多
く
こ
れ
有
る
よ
し
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
は
、
郡
中
な
ら
し
て
五
分
余
の
凶
作
で
、
ど
の
作
物
も
よ
い
も
の

は
な
か
っ
た
。
中
で
も
下
川
筋
は
甚
だ
凶
作
で
、
上
保
筋
は
少
し
は
よ
か
っ

た
と
は
い
え
、
牧
村

・
西
俣
村
は
甚
だ
悪
作
で
あ
っ
た
。
木
曽
川

・
津
保
川

は
大
水
で
、
岐
阜
か
ら
名
古
屋
辺
は
甚
だ
凶
作
だ
っ
た
。
牧
村
辺
は
、
天
保

七
年
以
上
の
悪
作
だ
っ
た
が
、
ヨ

統
の
気
分
存
外
穏
か
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
凶
作
に
よ
る

「
一
統
難
渋
の
時
節
」
に
対
応
し
て
、
郡
上
藩
か
ら
庄

屋
を
通
じ
て
お
触
れ
が
回
っ
た
。

「凶
作
に
付
き
、
来
春
互
い
に
取
遣
い
の
節
並
び
に
吸
物
の
振
舞
い
の
義

は

一
か
年
休
み
に
い
た
し
申
す
べ
き
由
そ
れ
ぞ
れ
咄
し
合
い
、
庄
屋
よ
り

―-25-―
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＋
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り
。
西
国
大
名

（拾
万
石
と
か
）
御
朱
印
改
め
に
御
出
府
の
御
方
宿
り
合

い
、
御
朱
印
も
御
付
々
の
人
々
も
行
衛
相
知
れ
申
さ
ず
な
ど
と
申
す
咄
有

り
」
さ
ら
に
同
年

一
一
月
に
も
大
地
震
が
相
次
い
で
起
こ
っ
た
。

「十

一
月
四
日
巳
上
刻

（午
前
十
時
）
大
地
震
有
り
、
そ
れ
よ
り
同
十
日

頃
迄
昼
夜
四
、
五
度
づ
つ
地
震
有
り
不
穏
候
也
。
此
地
震
伊
勢
古
市
大
変
、

江
州
彦
根
城
下
に
て
死
人
三
人
、
怪
我
人
百
人
程
、
つ
ぶ
れ
家
百
軒
程
と

申
す
噂
有
り
、
尾
州
宮
宿
、
ち
り
ふ
宿
大
変
と
申
す
噂
有
り
」

「十

一
月
中
旬
壱
日
置
、
又
は
二
日
日
頃
に
地
震
有
り
、
不
穏
候
也
。
そ

れ
に
付
き
大
坂
に
て
は
当
六
月
地
震
の
節
船
に
居
り
候
者
別
条
な
き
に
よ

り
、
そ
の
勝
手
に
て
此
度
多
く
船
へ
乗
込
み
用
心
い
た
し
居
り
候
所
、
大

浪
に
て
大
船
を
押
寄
せ
、
小
船
は
敷
き
こ
ま
れ
、
人
死
数
知
れ
ず
と
申
す

噂
有
り
」

安
政
年
間

（
一
人
五
四
～
六
〇
）

安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
は
、
日
本
地
震
史
上
に
名
高
い
江
戸
大
地
震
の

年
で
あ
る
。
「万
留
帳
」
に
は
、
こ
の
年
の
地
震
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
記

事
が
あ
る
。

「正
月
中
、
小
地
震
四
、
五
度
も
あ
り
。
二
月
朔
日
未
の
下
刻

（午
後
三

時
）
大
地
震
有
り
、
去
冬
中
の
内
ニ
ツ
、
是
と
三
ツ
の
大
地
震
な
り
。
尤

も
三
ツ
の
内
今
度
は
小
さ
し
、
今
度
飛
州
自
川
に
て
山
抜
け
、
家
そ
ん
じ
、

人
死
等
こ
れ
有
る
噂
も
あ
り
、
そ
の
外
同
十
四
日
、
同
十
五
日
等
二
月
中

に
三
、
四
度
も
地
震
有
り
」

「四
月
八
日
夜
五
ツ

（午
後
八
時
）
過
ぎ
地
震
あ
り
、
存
外
大
き
な
り
、

尤
も
二
月
十
六
日
昼
九
ツ
時

（正
午
）
頃
、
同
十
五
日
六
ツ
時

（六
時
）

頃
も
地
震
あ
り
、
始
終
地
震
沢
山
な
る
年
な
り
」

「九
月
十
四
日
夜
四
ツ
時

（午
後
十
時
）
大
地
震
有
り
、
尤
も
何
方
に
て

も
格
別
の
く
ず
れ
等
噂
承
り
申
さ
ず
候
、
同
夜
八
ツ
時

（午
前
二
時
）
地

震
有
り
中
、
同
十
五
日
朝
五
ツ
時

（午
前
八
時
）
地
震
小
、
同
夜
七
ツ
時

（午
前
四
時
）
地
震
中
、
同
十
八
日
暮
六
ツ
時

（午
後
六
時
）
大
地
震
、

是
も
格
別
の
く
ず
れ
等
承
ら
ず
、
同
夜
八
ツ
時

（午
前
二
時
）
地
震
有
り

中
、
惣
体
五
月
十
八
日
夜
八
ツ
時

（午
前
二
時
）
に
も
有
り
、
八
月
十
日

夜
四
ツ
時

（午
後
十
時
）
に
も
有
り
、
少
し
の
地
震
は
去
十

一
月
以
来
地

震
の
な
き
月
は

一
か
月
も
な
し
、
不
穏
年
な
り
、
如
何
成
る
変
や
あ
ら
ん

か
」
こ
の
安
政
二
年

一
〇
月
二
日
、
有
名
な
江
戸
安
政
大
地
震
が
起
こ
っ
た
。

こ
の
大
地
震
に
つ
い
て

「万
留
帳
」
は
書
い
て
い
る
。

「十
月
二
日
夜
四
ツ
時

（午
後
十
時
）
大
地
震
有
り
、
江
戸
前
代
未
聞
の

大
変
、
当
殿
御
屋
敷
向
下
上
共
大
崩
れ
居
住
相
成
り
難
き
趣
、
尤
も
御
前

を
始
め
奥
方
様
に
も
都
合
能
く
御
立
退
き
遊
ば
さ
れ
、
御
別
条
は
こ
れ
無

き
由
、
御
触
御
回
状
の
趣
同
十

一
日
夜
庄
屋
方
よ
り
申
し
来
る
。
…
…
。

右
地
震
に
付
き
大
工
木
挽
四
拾
人
ば
か
り
、
仲
間
人
足
弐
拾
人
御
召
下

に
相
成
り
追
々
出
立
、
当
村
に
て
も
木
挽
兵
助
と
申
す
者
召
出
し
に
相
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の
処
、
三
日
に
て
相
済
み
、
十
三
日
に
は
御
帰
り
成
さ
れ
候
な
り
」

安
政
七
年
五
月
に
も
洪
水
が
あ
っ
た
。

「
五
月
十

一
日
暮
方
大
雨
風
あ
ら
く
洪
水
出
、
久
留
主
川
は
去
る

（去
年

の
）
六
月
の
水
よ
り
少
し
小
く
申
し
候
、
上
の
保
川
は
増
え
て
大
き
な
る

由
、
所
々
橋
々
、
井
水
、
道
等
破
失
仕
候
、
当
村
は
田
畑
井
丸
ぬ
け
、
其

の
外
砂
入
り
、
か
か
み
石
落
ち
、
又
所
々
本
田
ぬ
け
、
山
ぬ
け
こ
れ
有
り
、

御
願
申
し
、
御
道
方
御
見
分
の
上
人
足
貰
い
申
し
候
、
尤
も
何
れ
の
村
々

に
て
も
大
分
人
足
相
願
い
候
に
付
き
、
当
村
は
他
村
人
足
継
当
村
勤
に
御

願
申
し
候
よ
し
な
り
」

万
延

・
文
久
～
慶
応
年
間

（
一
人
六
〇
～
六
人
じ

万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
五
月

一
一
日
、
大
風
雨
に
よ
り
、
「長
良
川
上

流
上
之
保
村
川
沿
い
向
小
駄
良
村
に
て
耕
地
を
害
し
た
」
亀
岐
阜
県
災
異

誌
し文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
八
月
に
は
、
は
し
か
が
流
行
し
た
。

「此
の
節
町
方
辺
下
筋
等
は
し
か
が
大
流
行
し
、
八
月
頃
か
ら
牧
村
で
も

非
常
に
流
行
し
た
。
八
月
中
に
牧
村
で
五
、
六
人
が
死
去
し
た
。
諸
国
共

に
大
流
行
し
、
薬
も
平
時
よ
り
三
倍
に
高
騰
し
た
。
麦
蒔
の
時
期
で
、
農

作
業
が

一
切
出
来
な
い
家
も
多
く
、
雇
人
な
ど
も

一
切
か
な
わ
ず
、
困
っ

て
し
ま
っ
た
」

翌
九
月
中
も
特
に
病
多
い
月
で
あ
っ
た
。

「麻
疹
後
痢
病
の
様
に
相
成
り
、
又
は
時
疫
の
ご
と
く
に
成
り
、
多
く
の

人
が
死
去
し
た
。
牧
村
で
は
春
以
来
十
二
、
三
人
が
死
去
し
た
。
市
島
村

で
は
七
百
石
の
所
で
、
七
十
人
が
死
去
し
た
。
八
幡
で
は

一
日
で
七
人
位

ず
つ
死
去
し
た
。
座
頭
中
間
六
十
人
の
う
ち
十
人
が
死
去
し
た
。
亀
尾
島

村
真
行
寺
で
も

一
日
に
七
人
が
死
去
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
話
だ
っ
た
。

諸
国
並
び
に
江
戸
表
な
ど
も
同
様
の
風
説
で
あ
っ
た
。
九
月
上
旬
頃
江
戸

の
死
人
八
千
人
、
八
幡
の
死
人
三
百
人
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
」

こ
う
し
た
は
し
か
の
大
流
行
の
た
め
、
「万
留
帳
」
の
筆
者

（栗
飯
原
豊

後
正
）
は
、
七
月

一
〇
日
妻
妙
光
の
一
周
忌
に
当
た
っ
た
け
れ
ど
も
、
延
期

し
、
さ
ら
に
八
月

一
日
は
先
妻
の
三
三
回
忌
に
当
た
り
法
事
を
し
た
か
っ
た

が
、
こ
れ
も

「世
上

一
統
に
は
し
か
は
や
り
、
召
使
の
者
並
び
に
近
親
病
人

に
差
支
え
」
、
や
む
を
得
ず
延
期
し
、
の
ち

一
一
月

一
〇
日
に
よ
う
や
く
お

経
と
お
斎
を
勤
め
た
の
で
あ
っ
た
。

翌
文
久
三
年
七
月
、
洪
水
が
あ
っ
た
。

「七
月
十
九
日
夕
方
存
外
の
洪
水
が
あ
り
、
牧
村
で
四
つ
の
井
堰
が
残
ら

ず
抜
け
た
が
、
ほ
か
に
は
格
別
の
事
は
な
か
っ
た
。
明
方
筋
は
そ
れ
よ
り

ひ
ど
く
、
和
良
筋
は
特
に
大
水
で
山
崩
れ
等
も
あ
り
、
田
畑
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
家
屋
な
ど
も
水
損
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
八
月
末
か
ら
九

月
二
日
、
三
日
頃
牧
村
の
井
水
は
他
村
の
人
足
で
修
復
し
た
」

同
じ
頃
、
牧
村
で
は
疫
病
に
よ
り

一
家
三
人
が
死
去
し
た
。

「当
七
月
頃
よ
り
当
村
伝
四
郎
方
に
疫
病
相
煩
い
、
八
月
十
五
日
継
母
死

去
、
同
十
七
日
継
父
死
去
、
九
月
三
日
亭
主
死
去
、
間
無
く
三
人
死
去
、
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＋
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「嫁
さ
考
」
に
み
る
女
の
文
化

佐
　
尾
　
　
チ
ド
リ

県
内
各
地
区
の
農
山
村
で
の
女
の
生
き
方
を
ひ
も
と
い
て
み
る
と
、
昔

か
ら
戦
前
頃
ま
で
、
そ
こ
に
は
そ
れ
が
全
く
当
た
り
前
の
よ
う
な
暮
ら
し
が

あ
っ
た
。

女
は
娘
か
ら
嫁
ア
ネ
サ
に
な
り
主
婦
カ
カ
サ
に
な
り
姑
バ
バ
サ
と
し
て
一

生
を
終
る
こ
と
を
伝
承
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
民
俗
考
の
中
で
浅
野
弘
光
作

「嫁
さ
考
」
に
語
ら
れ
て
い
る
。
現
在
郡
上
市
で
は

一
冊
の
み
図
書
館
に
あ

り
、
重
要
民
俗
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
貸
し
出
し
は
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
書
は
七
章
か
ら
な
り
○
カ
カ
サ
の
火
　
○
カ
カ
サ
の
居
場
所
　
ア
ネ

サ
カ
カ
サ
の
技
　
カ
カ
サ
は
家
の
柱
　
○
娘
の
教
育
　
ア
ネ
サ
と
カ
カ
サ
の

風
景
　
○
小
論
で
中
身
は
高
齢
者
に
聞
き
取
り
し
た
も
の
と
言
わ
れ
、
郡
上

の
例
も
示
さ
れ
て
い
る
。

私
が
こ
の
書
に
関
心
を
寄
せ
た
の
は
、
田
舎
に
住
み
な
が
ら
農
家
生
ま
れ

で
は
な
く
、
親
同
様
に
公
務
員
と
し
て
人
生
大
半
を
過
ご
し
た
た
め
か
、
こ

の
伝
承
を
耳
に
す
る
機
会
が
な
か
つ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

内
容
は
、
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
女
の
運
し
く
凄
い
労
働
力
に
気
働
き
、

家
族
へ
の
情
愛
、
そ
れ
ら
が
最
終
的
に
は
報
わ
れ
る
よ
う
に
、
家
庭
内
に
お

い
て
権
威
的
な
立
場
を
持
つ
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
が
女
の
生
き
甲
斐
に
繋
が

っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
特
に
嫁
い
だ
ら
嫁
ア
ネ
サ
と
し
て
主
婦
権

カ
カ
サ
が
移
さ
れ
る
ま
で
長
い
間
の
労
苦
や
厳
し
い
収
容
を
得
て
、
や
つ
と

生
活
の
場
で
そ
の
役
割
を
重
ん
じ
て
の
忍
耐
で
あ
り
努
力
の
重
要
性
と
い
う

物
は
理
解
で
き
た
。
と
同
時
に
当
時
の
生
き
る
た
め
の
尊
さ
さ
え
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。

当
時
は
嫁
と
な
る
前
に
、
そ
の
資
格
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
労
働
力

は
も
ち
ろ
ん
、
針
仕
事
や
読
み
書
き
も
出
来
て
、
飾
り
気
の
な
い
性
格
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
生
活
技
能
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
教
育
制
度
は
確
立
さ
れ
て

い
て
も
、
女
は
修
学
率
が
低
か
っ
た
の
に
と
不
信
感
さ
え
覚
え
る
が
、
そ
の

点

一
般
的
に
お
針
屋
へ
通
い
、
着
物
の
縫
い
針
、
古
着
の
仕
立
て
直
し
や
更

に

一
枚
の
着
物
も
そ
の
生
命
が
終
わ
る
ま
で
、
舟
帯

。
も
ん
ぺ

。
前
掛
け

。

袖
裸

・
雑
巾
へ
と
再
利
用
。
現
在
の
断
捨
離
の
世
と
は
異
な
り
、
そ
の
堅
実

さ
が
伺
え
る
。
な
お
、
女
で
も
日
雇
い
。
山
仕
事

。
下
刈
り

。
薪
割
り
、
炭

焼
き

・
モ
ッ
コ
担
ぎ
等
も
、
娘
の
う
ち
に
経
験
を
し
て
お
き
、
女
の
メ
イ
ン

の
仕
事
で
あ
る
炊
事
は
、
お
か
ず
と
い
え
ば
味
噌
汁
と
漬
物
だ
け
だ
っ
た
が
、

そ
の
技
能
も
縁
談
に
大
き
く
関
わ
つ
て
い
た
。

嫁
を
貰
う
こ
と
は

「手
間
を
も
ら
う
」
と
い
う
時
代
、
女
は
肉
体
労
働
が

男
に
負
け
ず
出
来
て
、
そ
の
上
気
働
き
も
知
的
で
、
自
ら
主
導
権
を
獲
得
し

て
い
く
と
い
う
立
派
な
意
義
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

あ
る

一
日
の
生
活
の
具
体
例
と
し
て
、
男
は
出
稼
ぎ
に
出
て
行
き
、
カ
カ

サ
は
朝
五
時
起
き
で
、
牛
の
餌
の
草
刈
り
と
蚕
の
桑
摘
み
。
終
わ
つ
て
朝
食
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＊
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￥
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⑦
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簗
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Ｗ
Ｙ
⑦
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郡
上
郷
土
史
研
究
会
の
あ
ら
ま
し

―

研
究
活
動
の
報
告
―
‐

は
じ
め
に

「大
和
町
郷
土
史
研
究
会
」
の
発
足

大
和
町
史
が
資
料
編

。
通
史
編
上
下
巻
が
そ
ろ
っ
た
の
は
昭
和
六
十
三
年

十
二
月
で
あ

っ
た
。
完
成
ま
で
に
十
九
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
し
か
し

「
と

も
し
続
け
て
き
た
歴
史
の
灯
火
が
消
え
去

っ
た
ら
、
再
び
点
火
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
」
（当
時
の
畑
中
浄
園
会
長
の
弁
）
と
い
う
見
地
か
ら
、
当

時
の
町
長
に
も
承
認
を
受
け
て
、
平
成
二
年
十
二
月
こ
の
研
究
会
が
発
足
し

た
。以

下
、
創
刊
誌
第
１
号
か
ら
近
刊
第
９
号
ま
で
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
主
な

研
究
論
文
を
紹
介
す
る
。

「史
苑
や
ま
と
」
第
１
号
　
Ｂ
５
版
　
４９
頁
　
平
成
七
年
二
月
刊
行

＊
古
今
伝
授
の
里
大
和
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
中
浄
園

＊
束
の
常
縁
の
弟
正
宗
竜
統
が
記
し
た

「木
蛇
寺
殿
憤
記
」
の
語
る
も
の

（
一
）
　

　

　

佐
藤
と
き
子

＊
十
五
年
戦
争
下
の
西
川
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
博
男

＊
白
雲
山
観
音
堂
遺
跡
発
掘
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
松
新
逸

＊
内
ヶ
谷
の
今
昔
と

「も
ち
谷
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
文
蔵

＊
町
内
五
小
学
校
変
遷

＊
石
仏
調
査
報
告

「
史
苑
や
ま
と
」
第
２
号
　
　
５２
頁
　
平
成
九
年
二
月
刊
行

＊
中
国
古
銭
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
中
浄
園

＊
山
城
の
歴
史
を
探
る

八
幡
町
尾
崎

・
尾
壺
山
城
の
創
建
者
は
だ
れ
か
？
　
　
佐
藤
と
き
子

＊
十
五
年
戦
争
に
お
け
る
大
和
町
の
戦
争
犠
牲
者
数
　
　
　
　
自
石
博
男

＊
遠
藤
岩
松
の
養
子
と
そ
の
後
の
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
田
理

一
郎

＊

「金
氏
苛
政
録
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
光

一

＊
白
雲
山
観
音
堂
太
古
寺

・
山
田
の
庄
の
中
心
　
　
　
　
　
　
一昌
橋
義

一

＊
宝
暦
義
民
を
支
え
た
女
た
ち
を
偲
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
尾
チ
ド
リ

＊
松
尾
城
の
落
城
と
そ
の
音
を
尋
ね
る
よ
す
が
　
　
　
　
　
　
日
置
　
繁

「史
苑
や
ま
と
」
第
３
号
　
５５
頁
　
平
成
十

一
年
二
月
刊
行

＊
東
家
菩
提
寺
の
木
蛇
寺
と
五
山
文
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
中
浄
園

＊
大
和
町
出
土
　
黒
曜
石
の
原
石
と
中
部
山
岳

・
山
の
道
　
　
佐
藤
と
き
子

＊

「木
蛇
寺
殿
憤
記
」
口
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
正
文

＊
太
陽
か
ら
道
具
に
な
つ
た
女
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
神
発
生

＊
犬
も
歩
け
ば
…
釜
淵
地
蔵
様
の
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
光

一

＊
東
庄

「笹
川
神
楽
」
明
建
神
社
奉
納
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
日
置
　
繁

＊
東
家
歌
道
の
源
　
上
西
門
院

・
定
家

・
為
家
と
の
関
わ
り
　
高
橋
義

一

佐 武
藤 藤
光 正
一 文
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爾
￥
韓
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
曇
早
園
露
国
師
製
＊

■
６
ヾ
田
衝
　
　
　
　
　
　
　
　
撃
拳
餡
暑
　
　
　
　
　
聖
宰
露
国
師
製
＊

〓
難
印
γ
　
　
　
　
　
　
　
　
撃
睾
隠
勲
　
　
整
回
⑦
昌
麟
∠
負
Ｖ
え
＊ヽ

ψ
摯
曽
髪
　
　
　
　
　
　
　
　
毀
彗
略
暑
　
回
露
国
製
Ｔ
盤
７
蒲
壁
酸
＊

一
準
銚
掌
　
　
　
　
　
　
　
　
γ
マ
業
コ
》
￥
き
国
⑦
難
監
⑫
Ｖ
⑫
日
＊

晉
劇
ユ
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
盤
マ
弱
Ｗ
⑫
静
Ｙ
＊

寵

一
醗
田
容
　
　
聖
⑦
ョ
Ｍ
⑦
鼎
ざ
コ
ーｌｒ
髄

・
７
ン
国
　
蜀
暫
鷹
磐
留
耳
＊

鬱
腱
ビ
〓
喜
〓
＋
〓
箪
士
　
亘
６６
　
ニ
ロ８
彰

「η
革
苺
軍
百
」

一
準
彗
軍
　
　
　
　
　
　
γ
＊
ユ
ｏ
ツ
尋
Ｖ
日
キ
慨
多
”
軍
ツ
製

暫
髪
γ
ヨ
⑫
盈
聾
＊

禦
軍
望
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
●
ｃ
コ
誹
＊
認
＊

哲
劇
ユ
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
蝉
マ
冨
碑
￥
Ｉ
Ｙ
＊

田

一
破
日
裂
　
　
　
　
　
　
　
　
聖
Ｗ
ツ
準
凶
コ
動
Ⅶ
獲
剛
勤
⑦
》
警
革
＊

イ
Ｉ

Ｔ

鬱
腱
ビ
￥
〓
＋
〓
筆
士
　
亘
乙
　
二
日
二
雲

「
η
革
４
軍
軍
」

ρ
■
善
Ｉ
彪
利
啓
聖
》
ｑ
ｙ
γ
）
ｏ撃
迎
７

「》
彫
抱
軍
Ｔ
憮
Ｔ
盤
」
尋

「》
彫
控
γ
Ｔ
餌
珈
呼
￥
」

軍
寺
＋
〓
筆
士

Ｙ
営
田
印
　
　
　
》
肇
孝
朝
配
Ｙ
ヽ
コ
α
二
留
　
襲
童
嬰
干
ニ
ス
キヽ
κ
＊

一
γ
筆
聯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
聾
⑦
ビ
嬰
７
翼
静
⑫
曇
軍
早
＊

哲
製
ユ
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
γ
）
暉
習
■
●
音
軍
甲
動
ユ
＊

■
澤
７
望
聯
　
　
　
　
　
　
　
脅
ヾ
勤
￥
熙
キ
恥
￥
マ
聖
童
田
拳
葛

尋
単
舜
⑦
Ｙ
Ｔ
晰
聯
マ
各
⑦

（罰
恥
暫
）
Ｖ
＋
＊

一
警
襲
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藩
⑦
日
′
早
彰
　
藩
⑦
艶
事

一
＊

出

一
駐
田
裂
　
　
　
　
　
（三
⑦
ツ
）
薔
冨
⑦
魔
早
￥
Υ
箪
　
瑠
⑫
Ｔ
湛
＊

影
腱
ビ
〓
喜
Ｙ
＋
寧
士
　
亘
６８
　
ニ
ロ
９
窮

「
η
革
４
軍
軍
」

一
平
瓢
聯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聖
嘉
亭
摯
＊

一
撃
襲
軍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々
僻
⑦
，
中
割
韓
利
箭
Ｖ
⑦
響
謡
￥
＊

瀬

一
置
田
裂
　
　
　
　
　
（
〓
⑦
ツ
）
薔
画
⑦
障
早
￥
Υ
箪
　
騨
⑦
Ｔ
艦
＊

■
澤
７
却
７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
コ
⑫
Υ
半
毀
　
目
υ
〓
Ｔ
聯
Ｔ
盤
＊

一
準
聾
単
　
　
　
　
　
　
影
鮭

『
〓
・
一
上
讐
撃
讐
揺
似
γ
如
呼
￥
』
＊

鬱
腱
ビ
￥
碁
￥
＋
寧
士
　
亘
“
　
ニ
ロ
９
彰

「
η
革
４
軍
軍
」

妥
》
熙
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涎
■
⑦
↓
⑫
鼎
ざ
勁
Ｆ
ａ
平
＊

一
平
筆
聯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ψ
騨
）
「¢
繁
期
」
＊

一
準
聾
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衡
寺
⑫
早
彰
印
藁
早
議
　
印
重
甲
＊

瀬

一
証
田
裂
　
　
　
　
　
（
一
⑫
ツ
）
薔
画
⑫
魔
早
￥
Υ
箪
　
翼
⑫
Ｔ
盤
＊

■
果
マ
瓢
矛
　
　
颯
冨
き
喜
尋
シ
％
ヾ
）
「
ヨ
孝
畔
纂

・
冒
晋
７

・
昇
身
＊

暫
劇
ユ
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
Ⅶ
⑦
瀬
γ
〓
０
黒

・
餌
軍
量
僻
下
鉾
＊

￥
畔
υ
身
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
シ
鯉
尋
￥
軍
＊

鬱
腱
ビ
￥
毒
〓
＋
筆
士
　
亘
９９
　
ニ
ロ
シ
彰

「
η
準
４
軍
軍
」



「史
苑
や
ま
と
」
第
９
号
　
５２
頁

＊
禿
尾
長
柄
需
第
三
　
尊
星
王
院
鐘
銘

＊
卍

（ま
ん
じ
）
の
は
な
し

＊
文
化
文
政
年
間
郡
上
の
災
害

＊
不
発
に
終
わ
っ
た
万
場
の
炭
鉱

＊
家
系
図
を
作
ろ
う

＊
志
比
の
宮
大
工
　
大
久
保
吉
郎
衛
門

＊
私
の
戦
争
体
験
　
救
護
看
護
婦
と
し
て

＊
郡
上
に
つ
た
わ
る
昔
話

・
伝
説
目
録

平
成
二
十
五
年
四
月
刊
行

武
藤
正
文

佐
藤
と
き
子

白
石
博
男

佐
藤
光

一

河
合
利
雄

桑
田
洋

一

阿
葉
家
愛
子

瀧
日
千
代
美

-61-



――Z9-―

Z8シ8-8868ZIttlll畔¥919シ
ー
109割甲田印OZ

1668¨8816ιlttξ飽¥IJ目ま¥109シ
ー
109瑠墓辛被61

180Z-88Z-0881影如口平¥Z19フ
ー
109¥ 釧  嘉81

Z6ιZ-88田壁ラZ61ttIII畔¥919シー109Sil   中 田ノ

“

6908-88ι001動珈lll¥809,109¥γ十 日 撃91
童確90乙Z‐88I-9レ8動IE畔¥809シ

‐
10g―載日撃SI

Z6乙8-88I-OZιnじ珈Ell¥Z19フ
‐
10g―警聾量シI

98ZC‐Z8Z―シ9フ讐
′
甲珈讐
′
甲IZIS―109哲劇比ロ

Ｔ
■
０
こ

808レ
¨
99Z―ι8Z珈単獲珈剥YレZZレ

‐
10g■澤7 灘聯

″
６

薔悸胆・童駐10Z8-88I―ι91こ珈lll¥Z19シー109―平筆聯

催し・童孟レシ98-88988鰹lllr"珈畔¥819予
-10S

負H手冒聯OI

6998-88ι098冒如Ely¥919レー10g
■孟軍 管 T6

童醗レ998-88田璧89SI冒珈lll¥919シー10S
■ 県 掘 彰8

理星・童孟OZ98‐88081単珈畔¥Z19シー109騨 0妻0興ι

Z08Z¨88I -8シ1じ珈口黎¥Z19シ
‐
109豪軍誕叫9

08ZZ¨88I一レ暫園Y珈目ま¥109ラ
ー
109■諄壺¥S

童孟08ZZ‐88I一レ暫園¥II唯¥109レ
ー
109妻―衡¥フ

間8611ZιIЮ60百/¥fu自'暉ZIIS―109イ百歯¥8
童酪89乙Z‐888Z9静∠珈lly¥I19シー109撃餃曽ギZ

晋予・童屁CIシZ-8888ZZ争∠珈口ま¥I19ラ
ー
10g干誓韓ユI

髪 当|書晏聾塁と甲望]=甲告暑]睡髯甲琴 ¥

Ig 8℃10z    
義号菖手尋軍Ⅱ下T膨丁艦



「
史

苑

や

ま

と
」
霜

号

平
成
二
十
七
年
七
月
十
日
　
発
行

編
集
発
行

郡

上
郷
土
史

研
究
会

印

刷

所

白

　

鳥

　

印

　

刷


